
Ｑ１　今回の情報伝達訓練について
昨年度

１．意義がある。 11 機関 (　85%　） 【　62%　】
２．ある程度意義がある。 2 機関 (　15%　） 【　38%　】
３．意義がない。 0 機関

Ｑ２　大阪港ＢＣＰ情報連絡シートに改善点（内容・様式等）について
昨年度

１．今のままでよい。 12 機関 (　92%　） 【　92%　】
２．改善して欲しい。 1 機関 (　  8%　） 【　  8%　】

改善内容：大阪府・大阪市を統一様式にして欲しい。　⇒別紙様式に統一

Q3　Web地理院地図を用いた、施設点検結果の情報共有について

１．操作が分かり易い。 9 機関 (　69%　）
２．操作が分かりにくい。 1 機関 (　  8%　）
３．その他 3 機関 (　23%　）

Q4　施設点検結果の情報共有内容について
１．今のままでよい。 12 機関 (　92%　）
２．共有内容を改善して欲しい。 1 機関 (　  8%　）

大阪港ＢＣＰ情報伝達訓練アンケート結果　（全13機関）

資料３ｰ②

番号 意見（改善内容） 対応（案）

1

点検で「使用不可」又は「被災軽微で利用可能」の判断が
即決できる施設と、地震前後の相対変位などの参考数値
で利用可否の判断仕分けできる施設がある。利用可否判
断を急ぐ施設など優先度を事前に共有しておく。たくさんの
施設点検をする場合にだれが点検しても大きな差がでない
点検手順をつくるべき。

緊急物資対応岸壁、国際コンテナ貨
物輸送対応岸壁及びそれに繋がる航
路及び道路を優先的に可否判断を行
うことを共有する。
点検者により点検内容が異ならない
よう、施設毎に点検個票を作成する。

番号 意見 対応(案）

1

マニュアルや操作手順を活用すれば、だんだんに慣れてく
るはず。　また、HTML形式やKML・GeoJSON形式のファイ
ルの特徴を知って使い分けできるようにすれば、さらに有
効に活用できるはず。

2
情報共有用のメール添付ファイルがHTML形式のため、セ
キュリティ上の理由から開くことができなかった。

3

当事務所は、情報入力は無く、閲覧のみなので操作は比
較的単純であった。ただし、担当者は代わっていくため、閲
覧方法をメール送信の際には、毎回添付する方が良いと
考えます。

4 操作に慣れが必要と思われる

web地理院地図、操作閲覧マニュアル
を作成する。

1 



Q5　訓練に関する改善点について

Q６　今後の訓練及び事務局に向けたご意見・ご要望について

番号 意見 対応

1

訓練を繰り返して、担当者が混乱なく情報収集や発信、共
有できる仕組みをつくる。
訓練は失敗や混乱してそこから良い解決策を出せばよい。
実際の災害がシナリオ通りいくことはほとんどないため、情
報伝達の方法でも次善策をとれるようにしておく。

－

2
できれば、訓練開始のメールにも大阪港BCP情報連絡
シートを添付して欲しい。

大阪港BCPでは発災後、構成員から
自発的に事務局へ報告する規定と
なっています。連絡シートの準備の部
分も訓練の一部として理解をお願い
致します。

3
当事務所（大阪府）では、同日に訓練があることが多く、対
応が困難となる場合がある。（訓練の方が黒衣（くろこ）や
仕切りで防災担当部局の人員が多数とられる。）

－

4 危機管理室から港湾局への報告は困難

市内に５弱以上の地震が発生した場
合、大阪市災害対策本部が設置され
るため、事務局から危機管理室への
報告のみ行います。

番号 意見 対応

1

初めてのWeb地理院地図を活用した情報共有訓練をでき
たことはとても良かった。
情報をいかに集めて共有するのか、この方法だけが良いと
いうものではないが、多数の位置情報、時系列情報を共有
できる方法も今後も工夫していって頂きたい。
国の直轄事務所も引き続きアイデア出しなど主体的にかか
わっていきたい。

－

2
webにつながらないと見られないが、地理院地図を活用し
た情報共有は分かり易いので、続けて欲しいと思う。
岸壁、航路付近の海域状況も追加されたのでよかった。

－
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大阪港 BCP 情報連絡シート（確認後すぐに） 

 

※本表は大阪市内において、震度 5 弱以上の地震が発生した場合、または、津波浸水被害が発生した   

場合、発災後できるだけ速やかに協議会事務局に提出をお願いします（被災状況は、追加連絡可）。 

 

  記入日    年   月   日    時 

●連絡先 

機関名： 担当者氏名： 

使用できる通信手段（緊急連絡体制表と連絡先が異なる場合は番号・アドレスを記載） 

☐ 電  話： 

☐ 携  帯： 

☐ F  A  X： 

☐ E メール： 

☐ 衛星電話： 

☐ そ の 他： 

  

●施設・機材の被災状況（把握できるものだけで可、被災が無い場合は「なし」と記載） 

名称 

被災状況 

○：使用可能、×：使用不能 

△：応急復旧により使用可能 

数量、延長等 備考 

    

    

    

    

    

※公共施設、私有施設を問わない。 

 

●業務対応の可否 

☐ 業務できる  ・  ☐ 業務できない 

 

●その他連絡事項（ライフラインの使用可否、代替事務所など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡先】大阪市港湾局 計画整備部 計画課 

TEL：06-6615-7777 

FAX：06-6615-7789 

mail：na0005@city.osaka.lg.jp（組織） 

      口頭連絡・写真メール送信可 

【統合前】大阪市 
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港湾 BCP 情報連絡シート（確認後すぐに） 

 

※本表は堺泉北港・阪南港において、震度 5 弱以上の地震が発生した場合、または、津波浸水被害が発

生した場合、発災後できるだけ速やかに協議会事務局に提出をお願いします（被災状況は、追加連絡

可）。 

 

府港湾 

記入日    年   月   日    時 

●連絡先 

機関名： 担当者氏名： 

使用できる通信手段（緊急連絡体制表と連絡先が異なる場合は番号・アドレスを記載） 

☐ 電  話：                            ☐ 電話使用不可 

☐ 携  帯：                            ☐ 携帯使用不可 

☐ F  A  X：                            ☐ FAX使用不可 

☐ E メール：                            ☐  Eメール使用不可 

☐ 衛星電話：                          

☐ そ の 他： 

  

●施設・機材の被災状況（把握できるものだけで可、被災が無い場合は「なし」と記載） 

名称 

被災状況 

○：使用可能、×：使用不能 

△：応急復旧により使用可能 

数量、延長等 備考 

    

    

    

    

    

※公共施設、私有施設を問わない。 

 

●業務対応の可否（○を記載） 

業務できる  ・  業務できない 

 

●その他連絡事項（ライフラインの使用可否、代替事務所など） 

 

 

【統合前】大阪府 

【連絡先】 

大阪府 港湾局 危機管理Ｇ 明松、木下、齊藤 

  TEL：0725-21-7246 

FAX：0725-21-7259 

mail：kowan-kikikanri@gbox.pref.osaka.lg.jp 

口頭連絡・写真メール送信可 



（大阪府・大阪市共通様式） 
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港湾 BCP 情報連絡シート（確認後すぐに） 

 

※本表は大阪市内又は堺泉北港・阪南港において、震度 5 弱以上の地震が発生した場合、または、津波

浸水被害が発生した場合、発災後できるだけ速やかに協議会事務局に提出をお願いします（被災状況

は、追加連絡可）。 

 

記入日    年   月   日    時 

●連絡先 

機関名： 担当者氏名： 

使用できる通信手段（緊急連絡体制表と連絡先が異なる場合は番号・アドレスを記載） 

☐ 電  話： 

☐ 携  帯： 

☐ F  A  X： 

☐ E メール： 

☐ 衛星電話： 

☐ そ の 他： 

  

●施設・機材の被災状況（把握できるものだけで可、被災が無い場合は「なし」と記載） 

名称 

被災状況 

○：使用可能、×：使用不能 

△：応急復旧により使用可能 

数量、延長等 備考 

    

    

    

    

    

※公共施設、私有施設を問わない。 

 

●業務対応の可否 

☐ 業務できる  ・  ☐ 業務できない 

 

●その他連絡事項（ライフラインの使用可否、代替事務所など） 

 

 

 

 

 

☐【大阪港連絡先】 

大阪市港湾局 計画整備部 計画課 

TEL：06-6615-7777 

FAX：06-6615-7789 

mail：na0005@city.osaka.lg.jp（組織） 

  ※口頭連絡・写真メール送信可 

送付のチェック用 

 

  

☐【堺泉北港・阪南港連絡先】 

大阪府 港湾局 危機管理Ｇ 

TEL：0725-21-7246 

FAX：0725-21-7259 

mail：kowan-kikikanri@gbox.pref.osaka.lg.jp 

  ※口頭連絡・写真メール送信可 

 


